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本書は、CPCリブレの「鉄道沿線シリーズ」の1冊として、福岡県に路線網を展開する西日本鉄道（以下、西鉄）を取り上げた。著者が近世不動産投資の日本経済史研究を軸に、歴史地理学など関連分野にも積極的発言を重ねてきたことは周知の通りである。
CPCリブレ「鉄道沿線シリーズ」は、小田急（永江雅和著）を皮切りに京急（小堀聡著）、江ノ電（大矢悠三子著）など当初は首都圏民鉄を中心にしていたが、その後JR中央線（永江著）や、近鉄（拙著）など他地域・鉄道にも拡大してきた。概ね各巻200頁程度で、「です、ます」調文体で親しみやすい叙述を心がける点を共通認識とし、本書で九州上陸を果たした。
ところで、沿線とは、どの範囲を指すのであろうか。著者は、「線路やバスの路線、幹線道路などに沿った土地」とする『広辞苑』第七版の記述を引きつつ、土地の歴史として、行政界だと区分しづらい社会経済的な地域（3頁）とする立場を採っている。評者も前掲拙著の叙述にあたり同様に沿線の定義を調べたが、あまり明確な定義ある概念ではないことが判明した。そこで評者は沿線に相当する比較的明確な概念を、南満洲鉄道（以下、満鉄）附属地に見出してみた。
鉄道附属地とは、ロシア帝国が東清鉄道建設時にその路線の軍事的保護名目で設定したことを起源とし、清国官憲の権限の及ばない租界に類似した線路から数キロ程度離れた支配地を指す（西澤、1996 : 7）。日露戦争後にその東清鉄道南満支線附属地の権益は、大日本帝国がほぼそのまま満鉄線と共に継承した。
鉄道附属地も明確に数値で距離を規定してはいないが、徒歩で1時間前後を要する数キロ程度と考えられてきた点は、ほぼ沿線概念に近いであろう。その範囲を超えると沿線という帰属意識は薄らぐのではないか。
そして著者は本書で「鉄道沿線の歴史だけだと近現代に留まりますが、本書は鉄道開通以前の沿線史にも焦点を当て、それらが現代の生活とどう結びついてきたのか」（4頁）の考察を課題とした。要するに本書は、「鉄道」史ではなく、西鉄線を軸にした地域の地誌を、場合によっては古代以来の歴史を刻んだ時代にまで遡って叙述した著作ということになる。特に統計利用の便宜や制約から行政界単位の叙述を余儀なくされてきた近代以後の地誌に鑑みれば、異色の意欲作といえよう。
本書の章立てを見ると以下の通りである。

第1章　天神大牟田線　西鉄福岡（天神）から薬院へ
第2章　天神大牟田線　平尾から春日原へ
第3章　天神大牟田線・太宰府線　白木原から西鉄二日市経由で太宰府へ
第4章　天神大牟田線　紫から三国が丘へ
第5章　天神大牟田線　三沢から西鉄小郡へ
第6章　天神大牟田線　端間から西鉄久留米へ
第7章　天神大牟田線　花畑から柳川へ
第8章　天神大牟田線　徳益から大牟田へ
第9章　西鉄甘木線　宮の陣から甘木へ
第10章　西鉄貝塚線　貝塚から西鉄新宮へ

本書は、西鉄の本線である天神大牟田線（74.8km）の沿線に重点を置き、わずか2.4kmの太宰府線こそ第３章に編入したが、残る甘木線（17.9km）と貝塚線（11.0km）には各々1章を充当して構成した。天神大牟田線の章界は概ね特急停車駅に対応しているようである。
第1章は、西鉄の起点のみならず、福岡市随一の繁華街として周知される天神から書き起こし、その起源を近世に遡って1910年福岡市で開催した第13回九州沖縄8県連合共進会の画期性に着目している。そして天神西側の大名地区にあるジョーキュウという醤油醸造業者の事業展開に注目して、また薬院の福岡女学院旧校地に関わって「セーラー服発祥の地」の由来にも言及する。いずれも行政地誌では割愛されがちな内容であろう。なお、天神大牟田線前身の九州鉄道が起点を博多ではなく、福岡天神に選んだのは、現JR鹿児島本線と並行した路線免許獲得の便法として地点をずらした結果であろうか。それは、阪神電気鉄道の出入橋（大阪市内）や大阪電気軌道（現近畿日本鉄道）の上本町（現大阪上本町）などにも通じるように思えた。
　第2章において著者がまず注目したのが大橋駅（福岡市南区）北側の塩原地区における学校立地の入れ替わりで、現在の九州大学大橋キャンパス（芸術工学部）の用地は、まず1926年に旧制福岡県筑紫中学校（現福岡県立筑紫丘高校）が立地し、52年の同校移転後福岡学芸大学（現福岡教育大学）の本部・本校用地となり、さらに同校移転後の68年に九州芸術工科大学の用地に転用され、同学の九州大学への統合によって2003年から現用途となる数奇な経過をたどった。それを踏まえ、周辺の塩原地区の区画整理事業に言及し、その難航する経過を図2-2-1と図2-2-2という地図的変化によって実見させる。図2-2-1の描く1972年以前は概ね「田園地帯」ながら、既存した九州芸術工科大学の校地の位置程度は示した方が読者の理解を助けたのではないか。さらに西鉄の前身筑紫電気軌道による春日原の開発を、溜池の改廃と西鉄クリッパース（のちライオンズ）の本拠地とした球場を軸に描写した点は、電鉄による都市郊外開発の事例として興味深く読むことができた。
第3章は、まず太宰府から二日市一帯に福岡地方と筑後地方を隔てる分水界があり、そこに7世紀、唐と新羅の侵攻に備えて土塁と濠で構成して築造された水城の20世紀初頭における保存運動を絡めている。その保存運動を承けるのが太宰府に関わる史跡保存運動で、1919年の史跡名勝天然紀念物保存法の成立によって太宰府跡を中心に、前述の水城跡、筑前国分寺跡、国分瓦窯跡、大野城跡が指定され、一帯は日本最大の広域史跡群になったという。その核にあたる太宰府天満宮への参詣者を期待した門前町の形成は、およそ近世以降で、さらに近代には九州鉄道（現JR鹿児島本線）へのアクセスのために太宰府馬車鉄道（現西鉄太宰府線）が開業した。また西鉄初代社長の村上巧児が、小倉の到津遊園の経験をもとに、1957年には太宰府園（現だざいふ遊園地）を開園し、さらに比較的近年の九州国立博物館誘致にもつなげたという。鉄道史的に見るなら、当初現JRの支線然としていた太宰府線を西鉄支線へと改編した過程は、太宰府地域を旧国鉄から西鉄が奪取した興味深い事例であることも指摘しておきたい。
　「あまおう」に纏わるイチゴ生産の話題にはじまる第4章は、その商標開発に尽力した沿線立地の福岡県農業総合試験場に注目し、その海外輸出において、かつて9割を占めた香港に対し、近年はタイやシンガポールなどの躍進が著しい。ついで筑紫駅西口の公園内にある筑紫平和祈念館の旧駅待合所に残る弾痕から列車銃撃事件を回顧する。全国に同様の事件は少なくないが、その史実は断片的に知られるのみで、その掘り下げや、関係史跡や遺物の保存の遅れが目立つなかで、筑紫野市の取り組みは全国の自治体の啓発につながる事例であろう。一方で筑紫野市から小郡市一帯は1970年代以来大規模なニュータウン計画の進んだ地域でもあり、それら近代的住宅地域に当初弥生時代に因む「弥生が丘」という名称の充当を計画したが、未採用に帰した。それは一帯であまりに多くの遺跡が見つかったことによるという。
小郡市周辺を取り上げる第5章の主対象は、第1章でセーラー服誕生の舞台となった福岡女学院の小郡市内校地である。そこは1980年代に念願の四年制大学の設置を計画したのが起源という。小郡市は一旦「女子大のある町」としてキャンパスが地域の期待を背負ったが、20世紀末には早くも定員確保が困難化し、2002年に曰佐キャンパスへの移転・統合に終わった。しかし、キャンパス跡地を購入した第一精工は、そこで半導体製造装置やコネクタ製造を開始したのみならず、キャンパスの象徴であった礼拝堂をホールへと改修し、教室を社内勉強会施設に転用するなど、旧大学施設の異例の活用に乗り出した。その結果、卒業生はかつての思い出に浸ることが可能になり、社員は元学校空間を認識する契機になったという。それら近現代的発展にとどまらず、著者は小郡市内の近世期以来の櫨栽培と木蠟生産に代表される歴史的景観の優位性にも言及している。
筑紫二郎の異名と共に暴れ川として名高い筑後川の1953年大水害を教訓とした治水対策を手がかりに河口都市久留米の地場産業発展に重点を置く第6章は、その原点を成す近世久留米絣の発祥から説き起こす。同じ久留米の綿製品で明治前期に生産を拡大した足袋は、1910年代後半には元来の靴下用途を越えてゴムを貼り付けた地下足袋へと発展し、筑豊へ販路を広げて三井田川鉱業所などでワイル氏病など感染症予防に効果を発揮したという。そして、そのゴム製造技術は、関東大震災による自動車市場の拡大を承けた石橋正二郎のブリヂストン創業へとつながり、石橋はその本社の東京移転や上京後も久留米に巨額の寄付を行い、九州医学専門学校（現久留米大学医学部）などの土地建物提供はその一例であった。著者は、旧城下町を中心にした筑後地方の拠点都市としての描写が多い久留米市を、地場産業に焦点を定めることで現代史と接続した叙述を実現している。
　第7章は、著名な柳川のクリークに目の行きがちな三潴郡が、窯業や木工業などの土木建築を支える産業の多様な地域であること、さらに兵庫県の灘などの硬水と対照的な軟水を利用した代表的酒造業地域を抱えていることに言及する。そして水郷柳川における17世紀の耕地開発を先導した大名として田中吉政の事蹟に注目する。同時にJR鹿児島本線より有明海側に敷設された西鉄大牟田線沿線は、三潴郡を特徴づける低湿地の多い農業地帯が主で、特に柳河藩時代に干拓によって生み出した新田で台風や蝗害の回避に有効な印度型 (インディカ)の赤米が栽培され、それが近代まで継続したという。特に干拓によって塩分濃度の高い当該地域の新田には赤米や木綿が好適で、塩分の解消で次第に日本型白米栽培への代替が進んだ。今昔マップを座右に本書を開けば、大正期以前には天神大牟田線路の西側近くまで拡がる水郷が確認でき、叙述にリアリティが感じられるであろう。
天神大牟田線に関する最終章の第8章では、有明海に因む福岡ノリ養殖業と終点大牟田を代表する三池炭鉱が主題となっている。まず前者では2021年の全国の板のり生産の62％を占めて存在感を高める有明海産発展の契機が第二次世界大戦後の引揚者への政府による援護事業であった。天然採苗に依存したノリ養殖の確立に貢献したのが熊本県水産試験場で、それを足がかりに高度経済成長期以後ノリ生産量が冷凍技術、自動乾燥、機械化などによって飛躍的に増加したが、1990年代以後は漸減に転じたことなどを、著者は現地業者に足を運び聴き取っている。他方良質炭でありながら、筑豊に比べて全国的知名度に劣りがちな三池の炭鉱開発の歴史、さらにそれを基礎にした三井鉱山の石油化学工業への進出などを述べ、2015年の世界文化遺産登録までも射程に収めている。特にノリ生産の聴き取り調査結果は傾聴に値しよう。
第9章の甘木線は、1913年の三井電気軌道の開業路線を起源とする。その沿線の大刀洗町は、16世紀にキリシタン布教の地となり、近世期には禁令による沈潜の歴史を経て、1913年に浦上から当地に着任した本田神父が大堰駅近郊にある今村に赤煉瓦造の今村天主堂を完成させた。その天主堂は、日本を代表する赤煉瓦建築として2015年に国重要文化財となった。他方大刀洗には1919年に陸軍飛行場が開設され、29〜36年には大阪経由東京や平壌経由大連などの民間航空路の経由地ともなったが、戦中期には多くの少年兵を南方戦線や特攻基地に送出してきた。一方終点甘木周辺の朝倉地域は、秋月藩の交通の要衝として栄え、櫨実栽培と生蠟業を軸に経済中心を成し、近代以後の第十七国立銀行の繁栄する基礎を形成した。現在も甘木には、西鉄甘木線とJR鹿児島本線の支線的機能を果たす甘木鉄道の双方が乗り入れている。
天神大牟田線と結節点のない異色の支線である貝塚線を対象にした第10章は、1904年初開業の博多湾鉄道（略称：湾鉄）を起源に、国鉄香椎線や勝田線も交えて複雑な系譜に重点を置きつつ叙述し、他章と毛色を異にする。1932年に湾鉄の開設した新香椎球場は手狭で、戦後西鉄が香椎チューリップ園を基礎に新たに香椎球場を開設し、西鉄のノンプロチームと進駐軍の対決などに使用した。その後1950年の西鉄のパ・リーグ参加後に同球場を2試合で使用した後、二軍本拠地になったという。現在の貝塚線は、2007年の路線短縮まで、宮地岳線として津屋崎まで伸びていた。かつての終点津屋崎が漁港や海水浴場のみならず、温暖湿潤の地として大正期に結核療養所が設けられ、現北九州宗像中央病院へとつながっている点に言及して巻を閉じる。
さて、一見鉄道史書の印象の本シリーズが実態は異色の地誌を狙った内容であり、特に上記の要約からも著者の多様な関心を表象した本書はその感をより強いものとしている。そこで最後に敢えて本書の対象地域を、鉄道史的に見た場合の論点を示して拙評の責めを塞ぎたい。
西鉄沿線、特に天神大牟田線沿線には、1930年代まで主に馬車鉄道を起源とした軌道網が全国的にも稀な発達を遂げていた。一部佐賀県域を含む福岡県下の軌道網総延長は概算でも約200km以上におよび、西鉄の2017年度の鉄道線営業距離106.1kmをはるかに凌駕している。第3章の太宰府馬車鉄道や第9章の三井電気軌道は、その一部を占めるものであった。そのため1920年に福岡県内務部会計課（1920）が巻頭で「本図ハ旅費支給上軌道敷設地ヲ知ルノ便ニ供スル」と記したのも、軌道網が郡部の重要な移動手段として定着し、県庁吏員の出張などにも活用されていたことを裏づけている（詳細は三木〔2021〕を参照）。
それらには現代の西鉄線へと発展的解消をみたものも含むが、廃線によって本書の対象地域から外れたものも多い。そのため近代の福岡県内の郡部移動経路は、現在のJR線はもちろん、西鉄線ともかなり異なっており、往年の軌道網の「沿線史」を描くことで、本書とは異なる福岡県地誌が描けるのではないかと感じた。そうした望蜀の念も含めつつ、本書は福岡県への所用の際に是非カバンに潜ませておきたい1冊としてお薦めしたい。
なお、著者ご自身の自著紹介は以下で読むことが可能であることも付記しておく
http://www.crosscull.com/files/20250509121252(1).pdf
（三木理史）
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